 web-dev-qa-db-ja.com
	/home
	/日本語
	/pdf
	/ImageMagickセキュリティポリシー「PDF」による変換のブロック


ImageMagickセキュリティポリシー「PDF」による変換のブロック

Imagemagickのセキュリティポリシーでは、pdfからpngへの変換を許可していないようです。他の拡張子の変換はうまくいっているようです、pdfからではありません。インストールしてから、imagemagickの設定を変更していません。OSが問題であれば、Arch Linuxを使用しています。
user@machine $ convert -density 300 -depth 8 -quality 90 input.pdf output.png
convert: attempt to perform an operation not allowed by the security policy `PDF' @ error/constitute.c/IsCoderAuthorized/408.
convert: no images defined `output.png' @ error/convert.c/ConvertImageCommand/3288.


pdfimagemagickimagemagick-convert
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まあ、私は追加しました
  <policy domain="coder" rights="read | write" pattern="PDF" />

</policymap>の/etc/ImageMagick-7/policy.xmlの直前で、それは再び機能するようにしますが、それがセキュリティに与える影響についてはよくわかりません。

 64 
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いくつかのコメントで指摘されているように、あなたは/etc/ImageMagick-7/policy.xmlでImageMagickのポリシーを編集する必要があります。より具体的には、ArchLinuxの執筆時点（1999年5月1日）では、次の行はコメントアウトされていません。
<policy domain="coder" rights="none" pattern="{PS,PS2,PS3,EPS,PDF,XPS}" />

コメントするために<!--と-->の間に折り返すだけで、pdf変換は再び機能するはずです。

 37 
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私のarchlinuxシステムでは、この行はすでにコメント解除されていました。私はそれを機能させるために "none"を "read | write"に置き換えなければなりませんでした。
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変換：権限がない `aaaa` @ error/configure.c/ReadImage/453
変換する PDF 高解像度で撮影する
HTML + CSSをに変換 PDF PHPで？
の適切なMIMEメディアタイプ PDF ファイル
複数のマージ/変換 PDF ファイルを1つにまとめる PDF
ラテックスにpdfファイルを挿入する
HTMLをに変換する PDF .NETで
テキストをテキストから抽出する方法 PDF ファイル？
Gitで最近行われたローカルコミットを元に戻すにはどうすればいいですか？
Gitブランチをローカルおよびリモートで削除するにはどうすればいいですか？
Linuxで特定のテキストを含むすべてのファイルを見つける方法は？
ソートされていない配列よりソートされた配列を処理する方が速いのはなぜですか？
JavaScriptで配列から特定の要素を削除する方法
Javaでは2 *（i * i）が2 * i * iより速いのはなぜですか？
Gitリポジトリを以前のコミットに戻す方法
JavaScriptで文字列に部分文字列が含まれているかどうかを確認する方法
（a == 1 && a == 2 && a == 3）は真と評価できますか？
他のWebページにリダイレクトする方法
リモートのGitブランチをチェックアウトするにはどうすればいいですか？
ローカルのGitブランチの名前を変えるにはどうすればいいですか？
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